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Dormitory Students' Attitudes and Living Conditions

-Focusing on basic lifestyle behavior patterns-
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Thisstudypresentsguidelinesforaneducationdomi torywithindividualrooms.Themethodinvolved:

surveylngStudentsontheirlivesbyquestionnaires,analyzingthedataandcompanngresultswiththoseof

previoussurveys.Theresponseratewas94%and91.8%formalesandfemales,respectively.theswvey

revealedlifestyleproblemssuchasthese:about60%ofstudentsstudiedlessthananhouraday;goingtObed

lateandgettinguplatewaswidespread;30%didnoteatbreakfast.While72.5%ofmalestudentslocked

theirroomsupondeparture,only38.6%offemalesdid.ComparisonwithpriOrstudiesindicatedincreased

satisfactionwithdorm lifeasmanifestedbyadecreaseinrule-breakingandCleft;greaterconcernabout

cleanliness,andmorecompliancewithshoeregulations.Keyguidelinesincludetheneedforindividual

guidanceandmoreactiveparticipationofseniorstudentsinstudentgovernment.
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1.はじめに

本校学生寮における一連の環境改善は,平成6年7

月に竣工した清風寮と5号館に始まり,平成8年度の3

号館,4号館及び食堂の改修,平成10年12月には懸案

であった雄風崇風呂の竣工,そして,平成11年10月

の2号館改修竣工により一段落し,1号館を残すのみ

となった.5年間余りに及ぶ改修期を経て,本年度後

期からは1号館でも1部屋2人制が実現し,寮全体が

個室を中心とした学生寮に変化した.

このような個室化への移行は ｢時代の必然的な流

れ｣ 10)として捉えられ,予想される長所 ･短所は既

に指摘されている9)10)ll)が,個室型教育寮として,特

に低学年寮生への指導上の具体的指針や方策につい

ては言及されておらず,早急に提示し検討していく

必要性があるものと考えられる.
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そこで,本論では,昭和63年度,平成4年度及び

平成7年度に実施されたアンケートと同様な調査を全

寮生に実施し,先行研究l)2)6)や報告8)9)10)tl)との比較

を通し,寮生の生活実態,意識及び過去との差違に

ついて検討を行った.同時に平成10-11年度の指導方

針の一つとして掲げられた｢基本的生活習慣の確立｣

に看目し,指導の評価や個室型教育崇として配慮す

べき指針や方策の提示を試みた.

2.平成10-11年度の指導方針

平成10-11年度の寮生指導は,現在あるルールを

寮生に再認識･順守させることに力点を置いた行動･

実践型の指導に特徴があるといえる.兼務委員会で

了承され,全教官に周知された重点項目(表1)は,低

学年寮生を対象とした23時消灯の復活をはじめとす

る各種生活習慣,日課や浴室23時施錠の実施など,戟

育崇として所期の目的が達成されるように全般的に

見直されたものである.これらは教官から寮生への

一方的な管理強化と捉えられやすいが,寮生会の活

性化,学年別集会や居室訪問等により,教育寮であ
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ることを再認識させ,寮生自らが生活を自己評価し,

自己管理能力を向上させることができるよう指導上

常に配慮した.

表1寮生指導の重点項巳

1.基本的生活習慣の確立

･居室訪問 (1･2年生への重点指導)

･生活時間帯調査等による寮生の自己評価実施

･学年別集会の実施

･入浴時問の日課励行 (23時施錠).当日清掃

･寮規則違反に厳しく対処.挨拶の励行

2.寮生会の活性化

･寮生会組織と機構の見直し

･館長,階長の設置 (ブロック制の見直し)

･寮生会活性化の施策

3.個別指導の配慮

･学校や寮への不適応学生の早期発見 ･指導

･気軽に悩みを相談できる環境作りの模索

3.アンケート調査結果

3-1アンケート実施方法と回収率

アンケー ト調査は全寮生を対象とし,平成7年度と

同時期の平成11年7月上旬,各学年別集会の折に実施

した.調査項目は昭和63年度,平成4年度,平成7年

度に実施された項目に配慮し,前回同様無記名調査

とした.回収率は表2に示したとおりであり,前回(雄

風寮:77%,清風寮88%)の回収率を上回っていた.

上級生の回収率が低かった原因は,4年生は提出忘れ,

5年生は進路関係の不在者があげられる.

表2アンケー ト回収率 (数字は人数)

雄風宋 清風寮

回答 在寮 回収率(%)回答 在寮 回収率(%)

1年 62 62 100 14 14 100
2年 60 61 98.4 10 ll 90.9
3年 62 66 93.9 8 8 100
4年 36 41 87.8 2 3 66.7
5年 37 43 86.0 7 8 87.5
留学生 7 8 87.5 4 5 80.0

3-2過去の調査結果との比較および考察

寮生活の満足度,健康状態,人間関係,学習時問,

クラブ加入状況及び違反･盗難について,昭和63度,

平成4年度,平成7年度の調査結果との比較をとおし

て項目毎に検討を加えた.

(1)寮生活の満足度について(図1)

雄風寮 :全体では63.0%(167名)の寮生が,｢十分

満足 ･満足している｣と回答し,平成7年度の69%に

ほぼ近い値を示したが,今回の調査では,選択肢と

して｢どちらでもない｣という項目を設定したため,

前回と直接比較できない部分もある.不満を持つ学

生は全体で8.7%であり,前回の28.1%に比べ大幅に

減少した.これらは風呂の改修や3･4号館改修による

住環境改善の効果かと思われる.学年別に見ると,

不満を持つ学生は3年生に多く,2号館改修による居

室の差や,3･4号館は消灯時間が設定されているのに

5号館はないなど条件の差が不満として表出していた.

これらは,2号館改修竣工後,3年生は同一条件とな

るため解消されると思われる.低学年に関しては,

｢不満｣の回答は8.9%であり,昭和63年(17.1%),

平成4年(17.8%),平成7年(29.5%)に比べ明らかに減

少した.｢不満｣の記述内容では,1年生では1号館の

施設関係,入浴時間や,洗濯機の台数不足をあげる

ものが多く,他の学年では食事が主たるものであっ

た.また,縦断的な比較として,平成7年度の1年生(本

年度5年生)は,在寮生が76名から37名と減少,｢満足｣

は68.4%から73.0%に向上し,｢不満足｣は30.3%か
ら5.4%に減少した.

□十分満足 E3-応満足

ロどちらでもない E=不満

Eaかなり不満 E3無回答

0% 50,i 100,i

図1寮生活の満足度 (旋風崇) (数字は人数)



寮生の生活実態･意識に関する考察

晴風寮 :｢不満｣と答えた寮生は2-4年で各2,令

計6名(14%)であり,｢どちらともいえない｣は1年3,
2年6,5年3,合計12名 (27.9%),｢満足｣は25名
(58.1%)であった.平成7年には ｢満足｣が95.2%を

示していたので,満足度の低下が伺える.不満内容

は,食事.風呂,自販機設置に関するものが大半で

あった.5年生が卒業すると,開寮当初からの寮生は

居なくなり寮生意識の希薄化が懸念される.満足度

からの示唆や問題行動の事前防止も含め,雄風寮に

準じた指導を検討する必要性があると思われる.

(2)健康状況,人間関係について (表3)

雄風寮:健康状況に関しては,｢健康を維持してい
る｣と回答した寮生は77.7%であり,平成7年と同様

の値を示した.r不安がある｣寮生は全体で10名おり
そのうち低学年寮生は6名(4.8%)であった.過去の

調査は1･2年生のみを対象としたものであり,平成4

年(23.5%),昭和63年(32.2%)に比べ,不安がある

寮生は大幅に減少している.また,人間関係では,

｢良好 ･問題ない｣とする回答は過去と同等である

が,｢現在も気まずい関係｣｢改善の見込みがない｣
とした低学年寮生が17名(17.9%)もおり,平成4年

(1.9%),昭和63年(5.5%)に比べ増加している.

清風寮:平成7年の調査はないため,過去との比較

はできないが,健康状況では,｢不安 ･病弱｣の回答
数は1年2名,3年1名,4年1名であり,32名(72.7%)

が｢健康｣であると回答した.人間関係については,

4名が現在も問題を抱えているようである.男女とも

問題を内包している寮生がおり,指導重点項目でも

ある個指導の配慮を充実させることが重要である.

表3-1健康状況 (蛾風寮) (上段:人数,下段:割合%)

調査年度 平成11年 平成4年2) 昭631)

学年項目 1 2 3 4 5留学合言 1 21.2言 1.2計

健康を維持 54 46 49 24 26 7206 57 67 124 99
している 85.776.779.066.770.310077.770.482.176.5 67.8

どちらとも 7 10 12 9 11 49
いえない lLll6.719.425.029.7 18.5

不安がある 2 4 1 3 10 24 14 38 473.26.71.68.3 3.829.617.323.5 32.2

表3-2人間関係(班風寮) (上段:人乳 下段:割合%)

調査年度 平成11年 平成4年ZJ 昭和631)

学年項目 1 2 3 %p 1 2 1.2舌 I.2計

良好.間哲ない 48 48 9103 60 54 114 10676.280.090.077.477.965.171.3 72.6

改善できた 3 2 07 13 6 19 94.83.3 5.316.9 7_2ll.9 6.2

現在も気まずい状態 8 7 1 19 1 2 3 81.3 2.4 1.9 5.5

改善の見込みなし 4 3 076.35.0 5.3

合 計 63 60 10133 77 83 160 146

183

(3)学習時聞及びクラブ活動について(図2,表4-1)

平成7年との比較では,2時間以上学習している寮

生は雄風寮で11%,清風寮で8.1%の増加が認められ

た.また,1時間以下(行わないも含む)は,雄風寮で

17.1%,清風寮で8.9%の減少が見られ,寮生の学習

-の取り組みは向上したとみなすことがでる.しか

しながら,5年生は1年次(平成7年)と比較すると,雄

風寮では学習時間が減少しており,晴風寮では学習

する寮生としない寮生の2極化が見られた.また,

学年別学習時問を図2に示した.ここからも明らかな

ように,雄風寮では,3時間以上学習している寮生は,

各学年とも2-5名程度であり,これに2-3時間学習

している寮生を含めても1年38%,2年18.8%,3年

12.9%,4年8.4%,5年21.6%,全体で21.9%であっ

た.1時間以下については1年17.5%,2年43.4%,3

年64.5%,4年61.1%,5年51.3%と3･4年の6割以上

がこのような状況である.清風寮も同様な傾向があ

り,全体では1時間以下が57.1%,1-2時間が23.8%,

2時間以上が19.1%であった.雄風寮,清風寮ともに

1年が一番長く,学年進行とともに4年まで落ち込み.

5年で少し回復するが,時間的には少ない.今後,学

習時間をいかに確保させるかは大きな課題といえる.

クラブ加入状況は,雄風寮では平成7年と同様で

あったが,運動部加入者が3.8%増加し,文化部が

4.5%減,未加入者が3.3%と微増した.学年別の未

加入者は,3年21%,4年11.1%,5年48.6%であり,

高学年は学習もクラブ活動も行っていないことにな

る.清風寮の加入状況は,文化部が減少し運動部が

増加しているが,その学年の構成員の特徴に左右さ

れる傾向がある.また,活動状況に関しては表4-1

に示したとおり,3-14%の部員が ｢活動をほとんど

行っていないと答えており,5年まで活動を継続して

いる寮生は,雄風寮14名,清風寮5名のみであった.

□3時間以上 ロ2-3時間 ロ1-2時間

zg1時間以下 E3ほとんどしない
100ヽ

801

60ヽ

401

20ヽ

0ヽ
､.★ 享争 錦 ? ㌔.?.‥ 芋;?瀧. ll16 *12 5

it:Zr2卓4 ∴23'隻 4 ー4 転 ?: 身蛋汰

1年 2年 3年 1年 5年 留学生 会!t

図2学年別学習時間 (蛾風寮) (数字は人数)

(4)違反 ･盗難について

平成4年度からの違反件数を図3に示した.全体的

な件数としては減少しているが,これ以外の違反に
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ついて平成8-10年度の資料12)をまとめると次のと

おりである(数値は図3も含め,寮生調書により指導

された寮生の延べ数である).恐喝未遂 ･暴力(H8:3

件),自転車盗･放置自転車改造(H9:2件),異性宿泊･

入寮黙認(H9:3件),案外生宿泊･入寮(H8:8,HIO:7件),

アルバイ ト(H9:1件),点呼後外出(H8:19,H9:15件),

点呼後花火等(H9:3件),不正摂食(H8:1,HIO:2件),

居室改造･電灯不正使用等(H8:4,HIO:5件),虚偽の届

け出(H8:5,班lo:3件),備品 ･ガ ラスの破 損等

(H8:4,HIO:3件)であった.また,平成11年度前期ま

での違反は,寮内飲酒 1件3名,点呼時不在多1人,

持ち込み違反11件となっている.その他には,平成

10年度から ｢自分たちの身の回りは自分たちできれ

いにする｣という寮生会の働きかけで,清掃や各種

当番が遂行されているかどうか各委員長が確認し不

履行の場合は,｢義務不履行｣として指導の対象とし
た.対象回数は,環境美化作業･晴掃等の欠席･未実

施(97),学年別集会欠席(23),各種当番不履行(26),

帰省･外泊届不履行(届け出内容との食い違い:7)であ

った.これらにより,清掃等の効果も見受けられる

が,罰を恐れて行動するような寮生もおり,本質的

な面や教育寮で生活する一員として責任ある行動を

理解させるには困難を伴うことも事実である.

盗難についても同資料からまとめると,盗難件数

は平成8年4月に郵便局のATM が設置されたこと,

及び同年11月から居室の鍵を全寮生が持参するよう

になってから減少している.平成9年度の報告では

｢自転車以外の盗難はほとんどなかった｣ 12)とのこ

とであるが,平成10年度は寮外生による盗難が1件,

未解決を含めて財布(現金･カーr)8,自転車8,教科書

3,スパイク･宅配便･時計など日用品7件の被害が発

生した.置き忘れや紛失の可能性も否定できないが,

寮生活の信頼関係を損なうだけに,印刷物や学年集

会等で事実関係や防止対策を呼びかけた.低学年の

集会には指導寮生も同席し,｢居室内を整理整頓し,
変化に素早く気づく｣r記名に心掛ける｣との極めて
初歩的な生活習慣ではあるが,1･2年寮生には重み

のある言葉を投げかけてもらい効果的であった.そ

の後,盗難は減少し,本年度前期までの盗難は届け

出があったもので自転車4件,牝l件,アンケー ト調

査からは,自転車2,腕時計1.洗剤等日用品8,袷

蔵庫の中身1(清風寮)であった.日用品に関しては,

すべて雄風寮1年生であり,寮生活になれない時期

の,保管場所や使用状況による ｢うっかりミス｣も

含まれると思われる.いずれにしても,日頃から記

名,整理整頓,施錠等の居室管理を徹底させること

が必要である.

H4年度

H5年度

H6年度

H7年度

H8年度

H9年度

H10年度

0 50 100 150(件数)

図3違反件数の年次推移

4.基本的生活習慣について

寮生活の成否は基本的生活習慣の確立にあるとい

う寮務委員会の指導方針の基,平成10年度から,1･

2年生-の重点指導として,居室訪問の頻度を高め

る,生活時間帯調査による寮生の自己評価の実施,

指導寮生-の指導,学年別集会の実施,入浴時間の

日課励行(23時施錠,風呂の当日清掃),印刷物によ

る問題点･改善点等の呼びかけなどを通して,教育寮

としての意義や教育方針を周知させるとともに,秦

生の状況を的確に捉えるべく努力をしてきた.ここ

では,具体的な生活習慣の内容として,日課に関す

るもの く起床,消灯,睡眠状態,学習時間),生活に

関するもの(点呼後の外出,居室の管理,清掃状況,

入浴,食事,その他)に分類し考察した.

4-1日課に関するもの

起床 ･就寝の実態は図4に示したとおりである.

寮の日課では午前7時30分までに起床,清掃を済ま

せることになっているが,この時間に起きている寮

生は全体で雄風寮41.9%,清風寮65.9%,1年では雄

風寮57.1%,清風寮76.9%で,朝が遅い寮の実態が

再確認された.就寝については,23時以前に就寝す

る寮生は全体で7名のみであり,24時から1時が平均

的な就寝時刻であることが伺える.睡眠時間の確保

に関しては,雄風寮70.0%,清風寮65.9%が確保及

びほぼ確保していると回答しているが,30-35%の

学生が ｢不足している｣と感じている.生活の基本

は睡眠にあり生活リズムの見直しが必要である.1

年生の生活記録からは,学習開始時刻が遅く,点呼

前に学習に取り掛かるよう指導したが徹底されてい

なかった.クラブを実施した場合,点呼前の時間帯
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は食事,入浴,洗濯で費やされるのも事実であり,

点呼後から2時間学習すればどうしても就寝は24時

くらいになってしまう実態も明らかになった.一方,

朝型の学生は全体で25名おり早朝5時30分頃から学

習やクラブ活動を実施している者もいる.低学年の

場合同室に朝型と夜型の学生が同居すると問題も発

生しやすく,今年度後期の部屋替えでは,同じタイ

プの学生が同室になるよう配慮した.入寮当初もこ

れらの問題には部屋替え等も含め柔軟に対処するこ

とが必要であると思われる.

4-2生活に関するもの

生活に関する集計結果は表4･1-4に示した.点呼

後の外出については,アンケー ト調査上は ｢外出し

ていない｣との回答は雄風寮95.4%,清風寮100%

であり,｢週に1-2回｣との回答が5,3%であった.
この数字からは,1日平均4名程度が外出しているこ

とになり,数年前と比較すれば大幅に減少している.

現実の外出数はこれより多いかもしれないが,点呼

後の外出禁止は再三の指導により認識が高まり,実

行されてきているといえる.

次に居室の管理についてであるが,盗難防止対策

として平成8年度後期から低学年寮生も個人ごとに

居室の鍵が配付され,施錠することが指導されてき

た.案外-出かける際に必ず施錠する寮生は,雄風

寮全体では72.5%であるが,1年生のみ49.2%と低か

った.1年生ではほとんど施錠しない寮生も19%お

り,まだ徹底されていない.これらは1部屋に2-3

名が生活していることや朝巡視のため,施錠せず登

校する習慣も一因と思われる.晴風寮では学年別の

傾向は認められず,外出の際必ず施錠している寮生

は38.6%にとどまり,玄関の施錠システムによる安

心感からか,施錠の意識が薄いといえる.

衛生面については,朝巡視の記録から ｢寮がきれ

いになった｣との感想をいただけるようになってき

たことは喜ばしいことである.改修が進んだこと及

び寮生会を中心とした週 1回の定期清掃や寮務委

員･寮務係による指導の効果ともいえよう.しかし,

まだ砂や泥が目立つこともあり,乱雑な居室も存在

する.毎朝清掃する心得を忠実に実行している寮生

は少なく,清掃実態は週1回が43.6%を占めている.

靴の履き替えは各号館玄関で行うことになっている

が,雄風寮は68.3%の実施率でありまだ徹底されて

いない.しかし,5号館寮生用のシューズボックス

が3号館玄関に設置されるなど,全体的に履き替え

が促進されてきている.また,洗濯に関しては,過

3-4回が雄風寮47.5%,清風寮43.2%を占めている.

洗濯機の増設は生活記録でも改善要望第1位であり,
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Eg4-2就寝時刻 (班風車) (数字は人数)

寮生の切実な要望といえる.入浴に関しては,ほと

んどの寮生が毎日利用しており,風呂の施設面での

不満を持つ寮生は雄風寮では9.6%,清風寮では

29.6%あった.雄風寮は1年生が17.5%と最も高いが,

内容は入浴時間(ゆっくり入りたい)や入浴時間帯(点

呼後も利用したい)に関する記述がほとんどであり,

当日清掃に関しては特に不満とする意見はなかった.

清風寮は広い面積を求めるものであった.

次に不満内容として最も記述数が多かった食事に

関しては表4･2に示したが,雄風寮全体では朝食のみ

｢不満｣が ｢満足｣を上回り,昼 ･夕食は僅かなが

ら満足が上回っていた.清風寮では3食とも不満が

多く,夕食は43.2%が不満と回答した.特に,1日の

活動源である朝食には寮生の約25%が不満を持ち

30%近くが毎日摂っていない.起床時間が遅いこと

も一因としてあげられるが,朝食の充実と摂取は大

きな課題である.また,エネルギー量は寮務係によ

ると1日2800-3000kcalとのことであるが,運動部

学生には不足であり,3食のバランスや男女差 ･個

人差も考慮された食事を模索していくことも必要で

ある.成長期の食事内容は身体的な面ばかりでなく

精神的な発達までも影響する.活力ある学生生活や

生活習慣病の予防のために,この時期の食生活の重
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表4-1生活実態(クラフ',衛生,外出,上段:人数,下段:割合%)

』 1 2 3T 5留 計 清風崇1 2 3 4 5留 計

クラフ活動状況
大変よく 29 35 26 19 6 115 5 4 5 5 19
活動 46.05B.342.652.816.2 38.540.062.5 71.4

活動している 24 12 11 6 8 6138.leo.018.016.721.6 5 5 2 3 1546.250.025.0 75.0

どちらでも 1 7.4 3 3 18 1 2 1 4
ない 1.610.06.611.110.8 7.7 100 25.0

括動なし 4 2 7 4 2 19 1 1 26.33.311.511.15.4 7.7 14.3

夫入部 5 4 13 4 18 7 51 1 1 ~l ー1 47.98.321.38.345.91【氾 7.710.012.5 14.3

11 2 10 1 3 27
17.53.316.12.88.1 10.2

10 3 3 4 2 22
15.95.04.811.1 33.38.3

41 27 23 4 6 3104
65.145.037.Ill.116.250,039.4

1 16 14 10 19 1 61
1.626.722.627.851.416.723.1

12 12 17 9 50
20.019.447.224.3 18.9224

28.650.09.3

5 2 1 8
38.5 28.6 25.018.6

4 4 3 1 12
30.840.042.9 14.3 27.9

3 6 2 2 4 1 18
23.160.028,610057.125.041.9

63 60 62 36 37 6264 13 10 7 2 7 4 43

入浴回数 (月から金まで)

1回 l l 13 10 8 2 7 4 44

2回 l l
3匡l 1 1 1 3
4匝l 2 1 3 1 1 8

5回 60 57 62 32 35 324995.293.610088.991.660.095.0100100100100100100100

風呂の施設面

十分瀧定 15 19 11 7 8 60 l l23.831.717.720.021.6 23.0 25.02.3

満足 25 29 38 15 21 3131 6 5 2 1 2 1639.748.361.342.956.875.050.246.250.025.0 14.350.036.4

どちらでも 12 8 10 10 5 45 6 2 1 4 1 14
ない 19.013.316.128.613.5 17.246.220.012.5 57.125.031.8

不満 8 3 2 2 2 17 1 3 4 2 2 1212.75.03.25.75.4. 6.57.730.050.010028.6 27.3

かなり 3 1 1 1 1 1 8 l l
不満 4.81.71.62.92.725.03.1 12.5 2.3

点呼後の外出
外出 60 ∈箔 61 33 35 4249 13 10 8 2 7 4 44
しない SE;.294.998.491.791.666.791.7lOOl00100100100100100
週に1-2 3 3 1 3 2 2 14
回 4.85.ll.68.35.433.35.3

玄関で履 60 36 36 a;21 2181 13 10 8 2 7 4 44
き替える95.260.058.172.256.828.668.3100100100100100100100
居室で履 1 20 20 6 9 4 60
き替える 1.633.332.316.724.357.122.6

時 履々き 2 4 6 1 7 1 21
替える 3.26.79.72.81&.914.37.9

上下兼用 3 38.3 1.1

居室の清掃頻度 (遇あたりの回数)

毎日行う 1 1 2 1 51.61.73.2 .02.7 1.9 1 1 1 3 6
3-4回 5 1 1 2 6 158.ll.71.65.616.2 5.7 10.012.5 14.375.013.6

2回 15 8 10 8 5 46 4 3 1 2 1 11
くらい 24.213.316.122.213.5 17.430.8 .037.550.028.625.025.0

1回 28 28 29 11 13 6115 4 3 2 3 12
くらい 45.246.746.830.635.185.743.630.830.025.0 42.9 27.3

不走朔 13 22 20 15 12 1 g3 5 6 2.1 1 1521.036.732.341.732.414.331.438.560.025.050,014.3 34.I

表4-2生活実態(洗濯,食事` 上段:人数,下段:割合%)

江尻崇

1 2 3 4 5留 計
痛風崇

1 2 3 4 5留 計

言鉛毒頻度 (週あたりの回数)

毎日行う 11 19 18 12 6 防 3 1 4 8
17.531.729.033.316.2 24.9 Z】 10 50 18

3-4回 36 24 32 15 19 126 8 5 2 4 1957.140.051.641.751.4 47.561.550.025.0 57.1 43.2

2回 15 15 11 4 9 3 57 2 3 2 1 2 2 12
くらい 23.825.017.711.124.342.921.515.430.025.050.028.650.027.3

1回 1 2 3 3 4 13 1 1 2 4
くらい 1.63.3 8.38.157.14.9 ■50.014.350.09.1

不定期 1 2 3 l l1.65.6 1.1 10.0 2.3

朝食の摂取回数 (1週間あたり)

毎日 53 41 46 24 27 2193 13 6 7 2 6 3 37
84.168.374.266.773.028.672.8100 60100100 % 75 %

3へ4回 9 10 8 6 7 40 l l14.316.712.916.718.9 15.1 10.0 2.3

2回 3 3 1 1 8 1 1 2
くらい 5.04.82.8 14.33.0 10.0 25.04.7

1回 1 2 2 2 1 1 9 l l
くらい 1.63.33.25.62.714.33.4 10.0 2.3

食べない 4 3 3 2 3 15 1 1 26.74.88.35.442.95.7 10.0 14.3 4.7

時間が 13 9 6 6 6 3 43 1.3 1 1 6
ない 76.547.430.046.240.060.048.3100 75 33 50 55
食欲が 2 5 10 2 6 2 27 1 1 1 3
ない ll.826.350.015.440.040.030.3 25.0100 33.3 27.3
ダイ l l

エツト 2 5 4 5 3 19 50.09.I
ますヽ ヽ l lll.826.320,038.520.0 21.3 33.3 9.1

十分満足議定 6 1 1 1 1 1010.01.71.62.92.7 3.9 4 1 5
a; 15 3 2 7 1 54
43.325.04.95.718.920.020.930.8 33.311.6

どちらでも 19 23 28 15 10 3 98 9 4 6 1 2 2 24
ない 31.738.345.942.927.060.038.069.240.075.050.028.666.755.8

不満 7 9 15 8 13 52 6 1 5 12ll.715.024.622.935.1 20.2 60.012.5 71.4 27.9

かなり 2 12 14 9 6 1 44 1 1 2
不満 3.320.023.025.716.220.017.1 12.550.0 4.7

十分満足満足 14 4 1 1 1 2122.26.71.62.8 20.08.0 5 1 1 2 9
29 14 9 5 9 2 68
46.023.314.513.924.340.025.938.510.0 13 50.020.9

どちらでも 17 29 39 16 19 2122 7 5 4 5 1 22
ない 27.048.362.944.451.440.046.453.850.050.0 71.425.051.2

不満 2 8 9 7 5 31 1 4 3 2 1 113.213.314.519.413.5 11.87.740.037.5 28.625.025.6

かなり 1 5 4 7 4 21 l l
不満 I.68.36.519.410.8 8.0 100 2.3

十分瀧足満足 6 3 1 1 2 1 149,55.ll.62.85.420.05.3 3 1 3 7
29 12 10 2 6 4 63
46.020.SIS.15.616.280.024.023.110.0 75.015.9

どちらでも 26 28 37 15 12 11 7 2 7 1 1 18
ない 41.347.559.741.732.4 45.053.820.087.5 14.325.040.9

不満 2 9 10 10 10 41 2 7 1 5 153.215.316.127.827.0 15.615.470.012.5 71.4 34.1

かなり 7 4 8 7 訪 1 2 1 4
不満 ll.96.522.218.9 9.97.7 10014.3 9.1
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表4-3生活 実態 (施 錠 ,騒 音 ,病 気 上段 :人数 ,下 段 :割合%)

雄風崇
1 2 3 4 5留 計

清風寮
1 2 3 4 5留 計

居室の施錠について :寮内で部屋を空ける場合の施錠

必す顎髭 12 19 20 6 7 6419.031.732.316.718.9 24.2 1 1 210.0 25.04,5

時々施錠食事や入 25 22 25 15 14 4105 4 1 2 1 2 104 7 6 3 6 26

浴時 6.311.79.78.316.2 9.8 9 8 5 2 6 1 31ほとんど 22 11 9 11 10.3 66
しない 34.918.314.530.627.042,924.969.280.062.510085.725.070.5

その他 1 2 1 4 l l1.73.22.8 1.5 12.5 2.3

居室の施錠について :案外へ出かける場合の施錠

31 43 56 26 31 5192
49.271.7a).372.283.871.472.5

20 10 5 7 4 2 48
31.716.78.119.410.828.618.I

12 7 1 3 2 25
19.011.7】.68.35.4 9.4

3 5 2 4 3 17
23.150.025.0 57.175.038.6

4 3 6 1 1 1 16
30.830.075.050.014.325.036.4

6 2 1 2 11
46.220.0 50.028.6 25.0

63 60 62 36 37 7265 13 10 8 2 7 4 44

居室内の騒音 (居室内がうるさく感じることがあるか)

概 に 11 5 2 5 1 24 l l7.7 2.3

ある

時々ある 13 12 11 6 6 1 49 3 4 3 3 1 1421.020.017.716.716.714.318.623.140.042.9 42.925.032.6

たまに 26 14 19 6 6 2 73 3 1 1 5
ある

ない 12 29 30 19 23 4117 6 5 3 2 4 3 23
46.250.042.910057.175.053.5

隣室の騒音 (隣室がうるさく感じることがあるか)

頻繁に 6 6 9 5 26 1 1 1 3
ある 9.510.014.5 13.5 9.87.710.0 25.06.8

時々ある 16 15 12 7 8 1 59 2 2 1 525.425.019.419.421.6】4.322.315.4 25.0 14.3 11.4

たまに 17 13 14 15 8 2 69 3 3 3 1 2 12
ある

ない 24 26 27 14 16 4_111 7 6 3 1 4 3 2438.143.343.538.943.257.141.953.860.037.5 5057.175.054.5

話し声 34 22 23 12 15 1107 6 2 4 1 2 1 1682.966.765.754.571.433.369.010050.080.010066.710080.0

CD,楽器 4 5 6 6 5 26 1 1 2
等 9.815.217.127.323.8 16.8 25.0 33.3 10.0

ドアの書 1 3 2 6 l l3.08.6 66.73.9 25.0 5.0

その他 2 5 3 4 1 15 l l4.915.28.6】8.24.8 9.7 20.0 5.0

病気のとき.まず行う行動

寮事務.塗 12 9 6 1 3 2 33 3 1 2 6
直教官室へ19.415.09.72.98.140.012.7

医者へ 3 3 5 5 4 20 2 1 34.85.08.114.710.8 7.7 20.0 14.3 7.0

保健室へ 5 1 5 2 13 2 28.ll.78.1 5.4 5.0 66.74.7

市販薬 30 25 35 15 23 3131 5 5 4 6 1 2148.441.756.544.162.260.050.4

その他 12 22 11 13 5 63 5 2 2 2 1119.436.717.738.213.5 24.2

表4-4生活実態(その他 上段 :人数 ,下段 :割合%)
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正風崇
1 2 3 4 5留 計

痛風崇
1 2 3 4 5留 計

東 劣舌でのストレス (いらいらすること)

良くある 12 14 16 6 2 1 51 3 2 2 719.023.325.816.75.620.019.5 30.025.0 28.6 16.3

時々ある 14 13 10 14 6 3 60 5 3 4 2 1422.221.716.138.916.760.022.9 4230.050.0 28.6 32.6

たまに 24 14 25 6 9 78 2 2 1 1 1 2 9
ある 38.123.340.316.725.0 29.816.720.012.550.014.350.020.9

他で気を 5 8 4 3 5 25 3 1 4
紛らす 25.0 14.3 9.3

ない 8 11 7 7 14 1 48 2 2 1 1 1 2 9
12.718.311.319.438.920.018.316.720,012.5 5014.3 5020.9

休日の主な過ごし方

学習 7 1 1 6 15 l lll.ll.71.6 .16.2 5.7 16.7 2.3

クラブ 19 31 21 17 3 1 92 7 3 5 2 175430.062.5 33.3 39.5

外出(趣 22 24 33 14 25 6124 2 3 2 2 2 3 14
味県東)34.940.053.240.067.685.747.015.430.025.010033.375.032.6

休養 11 2 6 4 2 25 4 3 1 1 9
隣眠 17.53.39.711.45.4 9.530.830.0 16.725.020.9

整哩 1 1 1 3 l l
洗雇等 12.5 2.3

その他 4 1 5 l l6.31.7 1.9 10.0 2.3

電話当番刊乳呂当番をどう考えるか
45 56 58 35 34 3231
71.493.395.I97.291.975.088.5

16 2 1
25.43.3I.6

2 2 2
3.23.33.3

2 21
5.4 8.0

1

.
0H
I

●7

2

1

.
8

2

10 5 6
76.950.085.7

2 4
1540.0

1 1 1
7.710.014.3

63 60 61 36 37 4261 13 10 7 1

棄Rljについて

特に不満 52 44 35 21 35 6193 11 7 6 5 4 33

はない 83.973.356.561.891.685.773.7 1 2 1 1 2 7

もつと 1 3 2 2 1 9
厳しく

どちらとも 2 4 3 5 1 15
いえない 3.26.74.814.72.7 5.7

不満 7 6 20 5 1 39ll.310.032.314.72.7 14.97.720.012.510028.6 16.3

その他 3 2 1 6 1 1 1 35.03.22.9 2.3

特に不満 51 49 48 29 33_6216 11 6 7 2 4 4 34
はない 84.660.087.510080.010081.0
もつと 1 1 1 1 1 5

厳しく 1 3 1 1 6どちらとも 6 3 7 4 2 22
いえない 7.730.012.5 20.0 14.3

不満その他 5 7 5 1 1 19
7.911.78.12.82.7 7.2 1 1 2

1 1 1 3

I.62.82.7 1.17.710.0 4.8

特に不満 54 5142 29 31 4211 11 4 6 2 4 4 31
はない 85.785.067.780.683.857.179.684.640.075.010066.710072.I

もつと 2 3 3 2 10

厳しく 3.34.88.3 28.63.8 1 4 1 2 8どちらとも 9 5 15 2 5 1 37
いえない 7.740.012.5 33.3 18.6

不満 2 1 2 1 6 1 1 23.31.65.62.7 2.3

その他 l l 1 1 2I.6 .47.710.0 4.7
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要性を理解させるなど,見落としがちな寮生の食行

動に関して,教育寮としてはもっと関心を高め積極

的に改善を図る必要があろう.

その他の問題として精神衛生面があげられる.同

室者への訪問者を嫌う,隣室の話し声が騒音として

気になる,ストレスを解消できない,複数で一人を

からかう等,個室化の短所ともいうべき問題も発生

している.解決策としては,個人の耐性を高める,

寮生同士の交流を深める,気軽に相談できる環境や

問鬼を早期発見する体制等の充実などがあげられる.

寮は生晴の場であり新しい課題が発生し,寮生と

教官 ･事務官が協力し解決に向け努力している.他

高専でも,教官の指導体制の見直しと寮生の生活習

慣の見直しにより問題行動を防止した取り組み4),1

年～5年生までを含む小集団を核とし,5年生が指導

的立場で寮を運営し成果をあげている報告3),5年生

を中心とした指導寮生体制での寮改革5)などが報告

されている.これらのいずれも,5年生の指導的立

場と寮生の ｢自分たちの寮は自分たちでよくする｣

という自浄作用が見受けられる.個室化が進む中で,

本校でも4･5年生にはお客さん的な立場を脱却し,

最上級生として自主的 ･指導的立場を誘発できるよ

うな指導を心がけており,今後も強化して行く必要

があろう.寮生会では,5年生が役員として残るな

ど,具現化してきている面も見受けられるが,学校

全体として,18･19歳という無限の可能性を秘めた

年代の学生を甘やかすことなく,生活,勉学,クラ

ブ活動等に率先した行動を求める指導や雰囲気の醸

成も必要かと思われる.また,低学年寮生の基本的

生活習慣の形成は,本年度の場合,毎月生活記録を

提出させ指導寮生と寮担任がチェックしたり,寮担

任及び主事補による居室訪問の頻度(1-2回/過)を高

め寮生との対話を尊重するなど,寮生の生活実態を

把捉し指導に生かしてきた.問題を未然に防いだり

発生を低く抑える効果はあったと思われる.しかし,

入寮当初の緊張感をいかに持続させ自発的に行わせ

るか,入寮直後にできたことがどのようなきっかけ

でできなくなるのかは今後の課題として調査 ･考察

を深める必要がある.

5.まとめ

全寮生に過去と同様の調査を実施し,生活実態 ･

意識の比較検討を試みた.また,改修が一段落し個

室型教育寮に変化する中で,配慮すべき指針や方策

について考察した結果は以下のようにまとめられた.

(1)寮生活の満足度は,雄風寮では過去と同様である

が不満が減少し,清風寮では満足度が低下した.

(2)人間関係を改善･構築できない者が増加している.

(3)学習時間は高学年ほど少なく,1時間以下が全体

の6割を占めていた.

(4)朝食を主とした食事の改善,及び食行動について

寮生の認識を高める必要がある.

(5)入寮直後の基本的生活習慣形成のためには,指導

機会を増加させたことは効果的であった.

(6)基本的生活習慣の定着･持続や,自律した生活に

関する方策の具体化は今後の課題である.

(7)個室型教育寮としては,居室訪問等により寮生の

生活実態を的確に把握することが重要となる.寮

生同士の交流の活発化,気軽に相談できる環境や

指導の充実及び5年生を中心とした上級学年の寮

生が指導的な立場で寮運営に携わるなど,貌状を

さらに発展させた方策が望まれる.

(8)清風寮も雄風寮同様に指導していく必要性が高い.

以上,現在の社会 ･家庭 ･教育環境で育った学生

が,寮生活にうまく適応し,5年間継続した寮生活

が送れるように導き,また,保護者や地域の信頼を

高めるために,学生とともに改善する努力を惜しま

ないことが必要であろう.
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